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(57)【要約】
　本発明は、分析用試験テープ（１２）、未使用の試験
テープ（１２）を繰り出すための供給スプール（１４）
並びに使用済み試験テープ（１２）を巻き取るための巻
取りスプール（１６）、ハウジング（２２）、および少
なくとも試験テープ（１２）の意図しない巻戻しを防止
するための、巻取りスプール（１６）の回転止め（２４
）を有し、回転止め（２４）は、ハウジング（２２）と
巻取りスプール（１６）の両方に設けられた回転止め歯
（２６、２８）を有し、該歯は、巻取りスプール（１６
）の軸方向の動きにより相互の噛合い位置と解放位置の
間において移動することができるカセット式診断テープ
に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
特に血糖検査用のカセット式診断テープにおいて、
分析用試験テープ（１２）と、未使用の試験テープ（１２）を繰り出すための供給スプー
ル（１４）並びに使用済み試験テープ（１２）を巻き取るための巻取りスプール（１６）
と、前記スプール（１４、１６）用のハウジング（２２）と、少なくとも前記試験テープ
（１２）の意図しない巻戻しを防止するための、前記巻取りスプール（１６）の回転止め
（２４）とを有し、
前記回転止め（２４）は、前記ハウジング（２２）および前記巻取りスプール（１６）の
両方の対向面（４４、５０）に設けられた回転止め歯（２６、２８）を有し、前記歯は、
前記巻取りスプール（１６）の軸方向の動きにより相互の噛合い位置と解放位置の間にお
いて移動できることを特徴とするカセット式テープ。
【請求項２】
前記回転止め歯（２６、２８）は、前記カセット式テープ（１０）が装置とは別に操作さ
れているときは前記噛合い位置にあることを特徴とする請求項１記載のカセット式テープ
。
【請求項３】
前記回転止め歯（２６、２８）は、前記カセット式テープ（１０）が、好ましくは前記装
置の駆動軸（６６）を前記巻取りスプール（１６）に挿入して用いられるときには、前記
噛合い位置から前記解放位置に移動できることを特徴とする請求項１または２記載のカセ
ット式テープ。
【請求項４】
前記巻取りスプール（１６）は、前記解放位置にあるときには両回転方向に自由に回転可
能であり、また、前記噛合い位置にあるときにはいずれの回転方向にも回転しないよう前
記巻取りスプール（１６）をロックできることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項
に記載のカセット式テープ。
【請求項５】
前記巻取りスプール（１６）は、前記回転止め歯（２８）としての歯を前面に備える歯付
き円板（３２）を有することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載のカセット
式テープ。
【請求項６】
前記歯付き円板（３２）は前記試験テープ（１２）を巻き取ることができる円筒形のスプ
ール本体（３４）のカラーに形成されており、前記回転止め歯（２８）は前記試験テープ
（１２）からそれていることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載のカセット
式テープ。
【請求項７】
前記巻取りスプール（１６）は、伸縮バネ（５６）により前記ハウジング（２２）に対し
てスプール軸（３０）方向に押圧されていることを特徴とする請求項１～６のいずれか１
項に記載のカセット式テープ。
【請求項８】
前記伸縮バネ（５６）は、前記ハウジング（２２）の壁（５８）に板バネまたは渦巻バネ
として形成されており、また、環状空間（６４）が、前記試験テープ（１２）のために前
記壁（５８）と前記回転止め歯（２６、２８）の間に設けられていることを特徴とする請
求項１～７のいずれか１項に記載のカセット式テープ。
【請求項９】
前記ハウジング（２２）は、前記回転止め歯（２６）としての歯付きリング状フランジ（
４０）を有することを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載のカセット式テープ
。
【請求項１０】
前記ハウジングの前記回転止め歯（２６）は、巻き取られる前記試験テープ（１２）の最
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後の方向転換点（４２）とは反対側のリング部（４４）に形成されており、また、リング
のその他の部分（４６）は、歯を有していないことを特徴とする請求項１～９のいずれか
１項に記載のカセット式テープ。
【請求項１１】
前記回転止め歯（２６、２８）の歯は非対称の歯面を有しており、前記巻取りスプール（
１６）を巻き戻すとき前記噛合い位置において互いに当接する前記歯面（５２、５４）は
、急な傾斜を有することを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載のカセット式
テープ。
【請求項１２】
前記巻取りスプール（１６）は、物理的な回転軸を備えない前記ハウジング（２２）の区
画（６２）に挿着されていることを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載のカ
セット式テープ。
【請求項１３】
前記巻取りスプール（１６）は、いずれの回転位置においても前記ハウジング（２２）の
前記回転止め歯（２６）の上に載置できることを特徴とする請求項１～１２のいずれか１
項に記載のカセット式テープ。
【請求項１４】
前記巻取りスプール（１６）は、そのスプール軸（３０）に対して横方向の遊びを有する
ように前記ハウジング（２２）に遊動装着されていることを特徴とする請求項１～１３の
いずれか１項に記載のカセット式テープ。
【請求項１５】
前記横方向の遊びは、０．２ｍｍを超える、好ましくは０．３～０．６ｍｍであることを
特徴とする請求項１４記載のカセット式テープ。
【請求項１６】
前記巻取りスプール（１６）は、前記回転止め歯（２６、２８）が少なくとも前記噛合い
位置にあるとき、横方向の遊びを持って前記ハウジングの前記開口（４８）に挿着される
環状の延長部（３８）を有することを特徴とする請求項１～１５のいずれか１項に記載の
カセット式テープ。
【請求項１７】
特に血糖検査用のカセット式診断テープにおいて、
分析用試験テープ（１２）と、未使用の試験テープ（１２）を繰り出すための供給スプー
ル（１４）並びに使用済み試験テープ（１２）を巻き取るための巻取りスプール（１６）
と、前記スプール（１４、１６）用のハウジング（２２）と、少なくとも前記試験テープ
（１２）の意図しない巻戻しを防止するための、前記巻取りスプール（１６）の回転止め
（２４）とを有し、
前記回転止め（２４）は、前記巻取りスプール（１６）が解放位置から軸方向に移動した
とき、前記巻取りスプール（１６）の対向接触面（５０）と摩擦係合させられる、ハウジ
ング面（４０）に取り付けられた摩擦要素（１０４）を有することを特徴とするカセット
式テープ。
【請求項１８】
前記摩擦要素（１０４）は、前記巻取りスプールと同軸に配置された摩擦リングにより構
成されていることを特徴とする請求項１７記載のカセット式テープ。
【請求項１９】
前記摩擦要素（１０４）は、エラストマ材、好ましくはＴＰＥにより構成されていること
を特徴とする請求項１７または１８記載のカセット式テープ。
【請求項２０】
前記摩擦要素（１０４）は、射出成形により好ましくは前記ハウジング面上に形成されて
いることを特徴とする請求項１７～１９のいずれか１項に記載のカセット式テープ。
【請求項２１】
前記ハウジング面は、開口（４８）が画成されたリング状フランジ（４０）に形成されて
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いるとともに、前記摩擦要素（１０４）は、前記リング状フランジの周囲に、好ましくは
前記開口（４８）の縁領域に配置されていることを特徴とする請求項１７～２０のいずれ
か１項に記載のカセット式テープ。
【請求項２２】
前記接触面（５０）は、前記試験テープ（１２）を巻き取ることができる円筒形のスプー
ル本体（３４）のカラーに形成されていることを特徴とする請求項１７～２１のいずれか
１項に記載のカセット式テープ。
【請求項２３】
前記巻取りスプール（１６）は、伸縮バネ（５６）の復元力により摩擦係合が生じるよう
、前記伸縮バネにより前記ハウジング（２２）に対してスプール軸（３０）方向に押圧さ
れていることを特徴とする請求項１７～２２のいずれか１項に記載のカセット式テープ。
【請求項２４】
特に血糖検査用のカセット式診断テープにおいて、
分析用試験テープ（１２）と、未使用の試験テープ（１２）を繰り出すための供給スプー
ル（１４）並びに使用済み試験テープ（１２）を巻き取るための巻取りスプール（１６）
と、前記スプール（１４、１６）用のハウジング（２２）と、前記巻取りスプール（１６
）の回転止め（２４）とを有し、
前記回転止め（２４）は、前記ハウジング（２２）に取り付けられ、前記巻取りスプール
（１６）に向けて軸方向に付勢されている回転止めバネ（５６）を有するとともに、少な
くとも１つのバネ式ラッチ（９４）を介して前記巻取りスプール（１６）の前面に配置さ
れたフリーホイール歯（９６）と常時噛み合うことにより、巻き取られたテープの巻戻し
を阻止できることを特徴とするカセット式テープ。
【請求項２５】
前記回転止めバネ（５６）は、同軸のリング形状体または渦巻バネとして好ましくは前記
ハウジング（２２）の壁（５８）に形成されており、また、前記壁（５８）から突出して
いる、前記回転止めバネの内側要素は、少なくとも１つのバネ式ラッチ（９４）を担持し
ていることを特徴とする請求項２４記載のカセット式テープ。
【請求項２６】
前記バネ式ラッチ（９４）は、前記フリーホイール歯（９６）の回転止め位置を再分割す
るために複数のラッチとして構成され、前記フリーホイール歯（９６）の歯ピッチ上を変
位したラッチの各々が、回転止めを実行できるようになっていることを特徴とする請求項
２４または２５記載のカセット式テープ。
【請求項２７】
前記フリーホイール歯（９６）は、前記回転止めバネ（５６）に対向する、前記巻取りス
プール（１６）のスプール本体（３４）の端壁に形成されており、また、前記スプール本
体（３４）は、環状カラー（１０２）と好ましくは回転止め歯（２６、２８）により前記
ハウジング（２２）に支持されていることを特徴とする請求項２４～２６のいずれか１項
に記載のカセット式テープ。
【請求項２８】
前記フリーホイール歯（９６）は、非対称の歯形状を有する冠歯車により構成されており
、緩い傾斜の歯面（９８）が、巻取り方向への回転時の前記バネ式ラッチ（９４）の摺動
用傾斜面を構成し、また、急な傾斜の歯面（１００）が、巻き戻し方向への回転時に形状
嵌合形態で前記バネ式ラッチ（９４）を阻止することを特徴とする請求項２４～２７のい
ずれか１項に記載のカセット式テープ。
【請求項２９】
前記フリーホイール歯（９６）の歯は、その幅方向で低くなる歯高を有することにより、
前記バネ式ラッチ（９４）に当接する時間を短くできるようになっていることを特徴とす
る請求項２４～２８のいずれか１項に記載のカセット式テープ。
【請求項３０】
試験装置、およびそれに挿着された、特に血糖検査用のカセット式診断テープ（１０）を
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有する試験システムにおいて、
前記カセット式テープ（１０）は、分析用試験テープ（１２）と、未使用の試験テープ（
１２）を繰り出すための供給スプール（１４）並びに使用済み試験テープ（１２）を巻き
取るための巻取りスプール（１６）と、前記スプール（１４、１６）用のハウジング（２
２）と、前記試験テープ（１２）の少なくとも意図しない巻戻しを防止するための、前記
巻取りスプール（１６）の回転止め（２４）とを有する請求項１、１７または２４のいず
れか１項に記載のカセット式テープである試験システム。
【請求項３１】
前記カセット式テープ（１０）が挿着されたとき、前記試験装置の駆動軸（６６）が前記
巻取りスプール（１６）に連結することを特徴とする請求項３０記載の試験装置。
【請求項３２】
前記巻取りスプールが伸縮バネに抗して軸方向に移動したとき、前記駆動軸は、前記回転
止め歯（２６、２８）を持ち上げて外すまたは前記摩擦要素（１０４）の摩擦連結を解除
して解放位置に移動させることを特徴とする請求項３１記載の試験装置。
【請求項３３】
前記駆動軸（６６）は、バネ（８４）により回転軸方向に調節可能であるとともに、前記
バネを変位させることにより前記巻取りスプール（１６）に連結できることを特徴とする
請求項３１または３２記載の試験装置。
【請求項３４】
前記巻取りスプール（１６）の駆動穴（６７）内の前記駆動軸（６６）は、少なくとも１
つの駆動部（６８）により回転運動を伝達することを特徴とする請求項３１～３３のいず
れか１項に記載の試験装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分析用試験テープ、未使用の試験テープを繰り出すための供給スプールと使
用済み試験テープを巻き取るための巻取りスプール、スプール用のハウジング、および少
なくとも試験テープが意図せずに繰り出されることを防止するための、巻取りスプールの
回転止めを有する特に血糖検査用のカセット式診断テープに関する。
【背景技術】
【０００２】
　糖尿病患者が自己診断を実施する際には、これまで個別の試験片が用いられてきたが、
試験片は、少量の試料を塗布した後に、試料（血液または組織液）のグルコース濃度を可
能な限り正確に測定し、また、信頼性を高くするために測光分析が行われる。ユーザの使
い勝手を向上させるために、複数の検査をカセット式テープ形態の試験テープ上で実施す
ることが既に提案されている。必要とされる分析の全ての工程を自動的かつ迅速に実施で
きるようにするために、そのようなカセット式テープを、使い捨て部品として小型の携帯
装置に挿着することは可能であろう。
【０００３】
　これに関連して、血液で汚染された使用済みテープが意図せずに繰り出されることを防
止するために、テープの巻戻し防止用逆転止めが、本願の優先日において依然未公開の当
出願人の独国特許第１０２００５０１３６８５号明細書に開示されている。この文献にお
いて、フリーホイール状の回転止めは、試験テープの巻取りは可能にするが、逆回転方向
への巻戻しは確実に阻止する。この場合、使い捨て部品としてのカセット式診断テープは
、大量生産品であるために、可能な限り簡単に製造できるとともに、ユーザにとって動作
の信頼性が高く、使い勝手が優れている必要があることは留意に値する。
【発明の概要】
【０００４】
　このために、本発明の目的は、先行技術において提案されている試験テープ・システム
をさらに改良し、また、その使用についての特定の利点を達成するとともに、製造をより
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簡単にすることである。
【０００５】
　独立形式請求項に記載された特徴の組合せが、この目的を達成するものであると提案さ
れている。本発明の有利な実施の形態とさらなる発展例は、従属形式請求項から導出され
る。
【０００６】
　本発明の第１の概念は、回転方向によって制御される回転止めに替えて、自動切替機構
を採用するというアイデアに基づいている。したがって、回転止めは、ハウジングと巻取
りスプール両方の対向面に設けられた回転止め歯を備えることが提案されており、該歯は
、相互の噛合い位置と解放位置の間で、巻取りスプールのスプール軸に沿う軸方向移動を
行なう。これにより、必要に応じて回転止め動作を実行するまたは超越させることが可能
になる。噛合い位置にあるとき、使用済み試験テープは、ユーザの操作による自由なアク
セスが確実に阻止できるようになっている。解放位置にあるとき、耳障りな雑音が完全に
無くされているとともに、携帯装置に用いるにはエネルギー供給の観点からも有利である
、追加的な駆動トルクが必要ない。さらに、提案された解決策は、コイル状に巻き取られ
た試験テープの径とは独立して実施でき、また、回転止めは、複雑なフリーホイール機構
を用いることなく数少ない部品によって作製することができる。同時に、機能部品がカセ
ットの大きさの決定時に重要ではないために、全体の大きさを小さくすることができる。
【０００７】
　回転止め歯は、カセット式テープが装置とは別に操作されているときは噛合い位置にあ
ることが好ましく、また、カセット式テープが好ましくは装置の駆動軸を巻取りスプール
に挿入して用いられるときには解放位置にあることが好ましい。
【０００８】
　また、回転止め歯の軸方向の移動は、解放位置にあるときには巻取りスプールを両回転
方向に自由に回転させ、噛合い位置にあるときにはいずれの回転方向にも回転しないよう
巻取りスプールをロックすることを可能にする。
【０００９】
　とりわけ有利な構成の実施形態は、巻取りスプールが、回転止め歯としての歯を前面に
備える歯付き円板を有するようになっており、歯付き円板は、試験テープを巻き取ること
ができる円筒形のスプール本体のカラーに形成してもよい。
【００１０】
　自動的な移動機能を持たせるために、巻取りスプールは、伸縮バネによりハウジングに
対してスプール軸方向に押圧されている方が有利である。これに関連して、伸縮バネは、
ハウジングの壁に板バネまたは渦巻バネとして形成されており、また、環状空間が、試験
テープのために壁と回転止め歯の間に設けられている方が有利である。
【００１１】
　ハウジングは、回転止め歯としての歯付きリング状フランジを有することが好ましい。
【００１２】
　テープに大きい張力が加わり軸方向に傾いたとき回転止め動作が意図に反して生じない
ようにするために、ハウジングの回転止め歯は、巻き取られる試験テープの最後の方向転
換点とは反対側のリング部に形成されており、また、リングのその他の部分は、歯を有し
ていない方が有利である。
【００１３】
　回転止め方向に好適な改良形状は、回転止め歯の歯が非対称の歯面を有しており、巻取
りスプールを逆転させるとき噛合い位置において互いに当接する歯面は、急な傾斜を有す
るという事実により実現可能である。
【００１４】
　製造を容易にするために、巻取りスプールは、物理的な回転軸を備えないハウジングの
区画に挿着する方が有利である。組立体は、また、巻取りスプールをいずれの回転位置に
おいてもハウジングの回転止め歯の上に載置できるようにすることにより簡素化が可能で
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ある。
【００１５】
　とりわけ回転駆動装置を別々に装着するときの公差を補正するために、巻取りスプール
は、そのスプール軸に対して横方向の遊びを有するようにハウジングに遊動装着する方が
有利である。この場合、横方向の遊びは、間違いなく０．２ｍｍより大きくする、好まし
くは０．３～０．６ｍｍにすることが必要である。有利な実施形態において、巻取りスプ
ールは、回転止め歯が少なくとも噛合い位置にあるとき、横方向の遊びを持ってハウジン
グの開口に挿着される環状の延長部を有する。
【００１６】
　第２の独創的な概念によると、回転止めは、巻取りスプールが解放位置から軸方向に移
動したとき、巻取りスプールの対向接触面と摩擦係合させられる、ハウジング面に取り付
けられた摩擦要素を有する。これにより、いずれの回転位置においても、また、回転の方
向とは無関係に動作する回転止め機能を、簡単な製造方法により実現することができる。
【００１７】
　摩擦要素は、巻取りスプールと同軸に配置された摩擦リングにより構成する方が有利で
あり、エラストマ材、好ましくはＴＰＥにより構成してもよく、さらに、射出成形により
ハウジング面上に形成することが好ましい。
【００１８】
　別の改良は、ハウジング面を、開口が画成されているリング状フランジに形成するとと
もに、摩擦要素を、リング状フランジの周囲に、好ましくは開口の縁領域に配置すること
により実現できる。また、接触面は、試験テープを巻き取ることができる円筒形のスプー
ル本体のカラーに形成する方が有利である。この場合、摩擦力は、スプール本体に巻き取
られたテープのその時点における径とは無関係である。
【００１９】
　カセットを使用していないときに摩擦係合が自動で確実に行われるようにするため、巻
取りスプールは、伸縮バネの復元力により摩擦係合が生じるよう、伸縮バネによりハウジ
ングに対してスプール軸方向に押圧されている方が有利である。
【００２０】
　別の独創的な概念は、回転止めがハウジングに取り付けられ、巻取りスプールに向けて
軸方向に付勢されている回転止めバネを有することであり、回転止めバネは、巻取りスプ
ールの前面に配置されたフリーホイール歯と常時噛み合うことにより、巻き取られたテー
プの巻戻しを阻止する。このことは、操作に対する防護機能を高めるだけでなく、たとえ
ば衝撃のために巻き取ったテープが意図せずに巻き戻されることを常時防止することによ
り、テープをセンサに対して決められた位置に配置しておくことを可能にする。
【００２１】
　回転止めバネは、好ましくは同軸のリング形状体または渦巻バネとしてハウジングの壁
に形成されている方が有利であり、また、壁から突出している、回転止めバネの内側要素
は、少なくとも１つのラッチを担持している。
【００２２】
　所与の歯数のもとでの後退運動時に生じる角度を最小にするために、バネ式ラッチは、
フリーホイール歯の回転止め位置を再分割するために複数のラッチとして構成され、フリ
ーホイール歯の歯ピッチ上を変位したラッチの各々が、回転止めを実行できるようになっ
ている方が有利である。
【００２３】
　とりわけ有利な構成は、フリーホイール歯が、回転止めバネに対向する、巻取りスプー
ルのスプール本体の端壁に形成されており、また、スプール本体が、環状カラーと好まし
くは回転止め歯によりハウジングに支持されるようになっている。
【００２４】
　回転方向によって決まる回転止め動作が起きるようにするために、フリーホイール歯は
、非対称の歯形状を有する冠歯車により構成されている方が有利であり、緩い傾斜の歯面
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が、巻取り方向への回転時のバネ式ラッチの摺動用傾斜面を構成し、また、急な傾斜の歯
面が、巻き戻し方向への回転時に形状嵌合形態でバネ式ラッチを支持する。
【００２５】
　摩擦を最小にするために、フリーホイール歯の歯は、その幅方向で低くなる歯高を有す
ることにより、バネ式ラッチに当接する時間を短くできるようになっている方が有利であ
る。
【００２６】
　本発明は、また、試験装置、およびそれに挿着された、特に血糖検査用のカセット式診
断テープを有する試験システムに関し、カセット式テープは、分析用試験テープ、未使用
の試験テープを繰り出すための供給スプール並びに使用済み試験テープを巻き取るための
巻取りスプール、スプール用のハウジング、および少なくとも試験テープの意図しない巻
戻しを防止するための、巻取りスプールの回転止めを有する。
【００２７】
　そのようなシステムにおいては、試験装置の駆動軸が、カセット式テープが挿着された
とき巻取りスプールに連結することにより、回転止め歯を持ち上げて外すまたは摩擦要素
の摩擦連結を解除して解放位置に移動させるようになっている方がとりわけ有利である。
別の改良は、駆動軸をバネにより駆動軸方向に調節可能にするとともに、バネを変位させ
ることにより巻取りスプールに連結できるようにすることによって得られる。この場合、
巻取りスプールの駆動穴内の駆動軸は、少なくとも１つの駆動部により回転運動を伝達す
る。
【００２８】
　以下、図面に模式的に示した例示としての実施形態に基づき、本発明についてさらに説
明する。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】試験テープの巻戻し止めを有する、血糖検査用カセット式テープの斜視図である
。
【図２】回転止め歯を備える、カセット式テープの巻取りスプールの拡大斜視図である。
【図３】対向する歯を備える、カセット式テープのリング状フランジの上面図である。
【図４】回転止め歯が噛合い位置にあるときの、巻取りスプールとリング状フランジの軸
方向断面図である。
【図５】回転止め歯が解放位置にあるときの、巻取りスプールとリング状フランジの軸方
向断面図である。
【図６】カセット式テープの格納部を備える携帯測定装置の斜視図である。
【図７】図６に示した装置の駆動軸の側面図である。
【図８】カセット式テープの別の実施形態において、その上に回転止めバネが形成されて
いるハウジング・カバーである。
【図９】前面にフリーホイール歯が形成されている巻取りスプールの側面図である。
【図１０】巻取りループを常時ロックしておくための、図９に示したフリーホイール歯と
噛み合わされた図８に示した回転止めバネの部分斜視図である。
【図１１】巻取りスプールの別の実施形態の斜視図である。
【図１２】図１１に示した巻取りスプールと摩擦係合する摩擦リングをハウジングに有す
るカセット式テープの別の実施形態の斜視図である。
【図１３】図１１に示した巻取りスプールと摩擦係合する摩擦リングをハウジングに有す
るカセット式テープの別の実施形態の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１に示したカバーが取り外されているカセット式テープは、患者自身が採取した血液
試料を用いて、手元で複数のグルコース分析を実施できるようにする。このために、カセ
ット式テープ１０は、供給スプール１４から引き出して巻取りスプール１６に巻き取るこ
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とができる分析用試験テープ１２を有し、この巻取り時に、検査領域１８は、体液（血液
または組織液）を前側に塗布し、また、後側で反射率測定を実施できるようにするために
、塗布先端２０において方向変換させられる。試験テープ１２の一部に形成された試験領
域１８は、塗布された血液中の被分析物（グルコース）に反応して、後側に光が照射され
たとき反射光に測定可能な変化を起こさせる乾燥薬剤を含有する。
【００３１】
　試験テープ１２が巻かれたスプール１４、１６はカセット１０のハウジング２２に挿着
され、カバーの装着時には、ハウジングの塗布先端２０だけが自由にアクセス可能である
。外側からの操作時に血液で汚染された使用済み試験テープが意図に反して巻き戻される
ことを防止するために、回転止め２４が、巻取りスプール１６とハウジング２２の間に設
けられている。該止めは、ハウジング２２と巻取りスプール１６に形成されており、巻取
りスプールの、相互の噛合い位置と解放位置の間におけるスプール軸３０に沿う軸方向の
動きにより移動させることができる回転止め歯２６、２８により構成されている。
【００３２】
　図２が最も判りやすいが、巻取りスプール１６は、冠歯車状の回転止め歯２８を担持す
る、前側に歯が形成された歯付き円板３２を有する。歯付き円板３２は、試験テープ１２
を巻き取ることができる中空で円筒形のスプール本体３４のカラーにより構成されており
、回転止め歯２８は、巻かれた試験テープ３６（図１）とは反対の方向を向いている。巻
取りスプール１６は、歯が形成されている側に、対向する歯２６に遊動心立てを行なうた
めの環状の延長部３８を有する。
【００３３】
　図３に示されているように、ハウジング２２は、ハウジング側の回転止め歯２６を担持
するリング状フランジ４０を有する。該歯は、巻き取られる試験テープ１２の方向変換点
４２の反対側に位置するとともに、テープの送り方向において終点であるリング部４４に
形成されており、リングのその他の部分４６は、巻取りスプール１６によりテープに強い
張力が加えられたためにそれが傾いたとき、意図に反して固定されることを回避するため
に歯を有してはいない。リング状フランジ４０は、巻取りスプール１６の環状延長部３８
が回転できるよう横方向の遊び４９を持って挿着されるハウジング開口４８を画成する。
横方向の遊び４９は、ハウジング開口４８の円周が環状延長部３８より約０．５ｍｍ大き
い径を有するようにすることによって得られる。回転止め歯２６、２８は、それらの半径
方向の延長部により巻取りスプール１６に付随する横方向の偏位を補正することができる
ために、位置決め公差を補正することが可能である。
【００３４】
　このために、回転止め歯２６、２８は、巻取りスプール１６をいずれの回転位置にあっ
てもリング状フランジ４０に載置することができるよう対向面４４、５０にリング状に形
成されている。逆回転に対する回転止め動作を向上させるために、回転止め歯２６、２８
の歯は、巻取りスプール１６が反対方向に回転させられたとき噛合い位置において互いに
当接する歯面５２、５４が反対側の歯面５２、５４より傾斜が急である非対称の歯面を有
する。
【００３５】
　回転止め２４の移動機能は、図４と図５が最も判りやすい。カセット式テープ１０が保
管または装置とは別に取り扱われているとき、回転止め歯２６、２８は、両方向の回転を
形状嵌合（図４）により止めることができるよう互いに噛み合っている。このことは、ハ
ウジング２２のカバー５８とスプール本体３４の閉じた前面６０の間に挟持されていて、
スプール本体３４をリング状フランジ４０に押圧している伸縮バネ５６により確実に実施
される。伸縮バネ５６は、カバー５８上に渦巻バネとして形成してもよい。さらに、巻取
りスプール１６は、物理的な枢動軸が必要なく、また、カバー５８と回転止め２４の間の
環状空間６４が試験テープ１２を受承するために空けられているハウジング区画６２に挿
着することができる。
【００３６】
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　カセット式テープ１０を使用するとき、図５には模式的にしか示されていないが、機器
駆動装置の駆動軸６６が、スプール本体３４の中央駆動穴６７に軸方向に挿着され、次い
で、スプール本体３４はバネ５６により押圧された状態で解放位置に持ち上げられる。こ
れにより、回転止め歯２６、２８の噛合いが解除されるために、巻取りスプール１６は、
自由に回転することが可能になる。また、駆動軸６６は、任意で巻戻し方向の回転止め機
能が設けられていてもよく、この場合、図示例において時計回りに回されたとき、試験テ
ープは、回転方向において分割されている３つの駆動部６８により巻取りが可能になる。
回転止め歯２６、２８の間には隙間があるために、耳障りな雑音が無くなるとともに、好
ましくない制動トルクの発生を阻止することができる。
【００３７】
　図６は、カセット式テープ１０を挿着することができる格納部７２を備え、測定をこの
ようにして形成された測定システムを用いて殆ど自動的に実施できるようにする携帯装置
７０を示す。機器７６の光学測定システムは、格納部７２内に位置する塗布先端２０に対
応して配置されている。この場合、上述した巻取りスプール１６の横方向の遊びが、駆動
部ハウジングに特別に装着される駆動軸６６の組立・位置決め公差の補正をできるように
する。
【００３８】
　図７に個別に示した駆動軸６６は、格納部７２の底を貫通し、歯車装置を介して装置７
０の駆動モータ（図示せず）に連結される駆動ピン７８を有する。支持円板８０がピン７
８の上端に取り付けられており、円板の上には、連結ヘッド８２が、圧縮コイルバネ８４
により支持され、ピン７８に対して軸方向に移動できるようになっている。カセット１０
が格納部７２に挿着されたとき、連結ヘッド８２は、巻取りスプール１６の駆動穴６７に
突入し、その周縁のカム８６が、トルクの伝達ができるようバネ８４により付勢されて駆
動部６８と形状嵌合する。
【００３９】
　以下に説明する実施形態において、同一の構成要素に対しては上述と同じ参照番号を用
いる。図８～図１０による例は、巻取りスプール１６のフリーホイール歯と組合わされた
回転止めバネ５６がハウジングのカバー５８に設けられていて、テープが意図せずに巻き
戻されることがないよう巻取りスプールを常時制御しておくようになっていることが本質
的な違いである。これにより、巻き取られたテープの巻戻しを、どのような使用状態にお
いても回避することができる。
【００４０】
　図８に示したように、回転止めバネ５６は、２つの同軸リング９０がブリッジにより互
いに連結されているリング状構造体として、打ち抜きによりハウジングのシート８８に形
成されている。２つのリング部分９２は、内側のリングに形成されており、その各々は、
ハウジング内部に向けて屈曲してラッチ９４を構成する一方の端部を有し、他方の端部は
、バネ５６の後側を覆うプラスチックの射出成形封止材に保持されている。リング部分９
２とリング９０は、挿着された巻取りスプール１６（図１０を参照されたい）の前面６０
に当接するために、外向きに湾曲した圧縮バネ構成になるよう軸方向で互いに変位させら
れている。
【００４１】
　図９は、適切に構成された巻取りスプール１６を示し、それは、図２の構成とは異なり
前面にフリーホイール歯９６が設けられている。これは、非対称の歯形状を有する冠歯車
により構成されており、この場合、緩い傾斜の歯面９８が、巻取り方向に回転させられた
ときバネ式ラッチ９４の摺動用傾斜面を構成し、また、急な傾斜の歯面１００が、巻戻し
方向に回転させられたとき形状嵌合の形態でバネ式ラッチ９４をロックする。
【００４２】
　図１０は、回転方向によって決まる、バネ係合の動作を示す。巻取りスプール１６が挿
着されたとき、下向きに屈曲しているラッチ９４は、図示した位置において、１つのラッ
チは急な傾斜の歯面１００に当接し、他方のラッチは緩い傾斜の歯面９８の中央に接触す
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るようバネに付勢されて噛み合う。このように、有効歯ピッチは、回転止め動作が継続し
て安定的な連結に至るまで、小さい角度の後退をいずれにせよ行うことができるよう半分
にされている。摩擦低減のために、環状フリーホイール歯９６の歯は、バネ式ラッチ９４
との接触時間が短かくなるよう、その幅方向で小さくなる歯高を有していてもよい。
【００４３】
　使用していないとき、回転の両方向において別の回転止め動作をできるようにするため
に、スプール本体３４のカラー１０２は、その支持側にハウジング・フランジ４０の対向
した歯２６と噛み合う円周方向の回転止め歯２８が設けられていてもよい。この回転止め
２４は、装置７０に挿着するとき駆動軸６６により解放されるが、方向によって決まる回
転止め９４、９６の回転止め動作は，バネの大きい付勢力により保持されるものの、バネ
式ラッチの接触角度は小さい。
【００４４】
　図１１～図１３に示した実施形態においては、回転位置と回転方向に依存しない摩擦回
転止めが、回転止め歯２６、２８に替えて設けられている。図１１によると、巻取りスプ
ール１６のカラー１０２だけに、この例においてはギヤ状歯が設けられていない。摩擦リ
ング１０４が、摩擦回転止めのためにハウジング２２のリング状フランジ４０の支持面に
形成されているが、それは、リング領域の中央（図１２）またはフランジ開口４８を画成
する縁の側部（図１３）に配置されている。摩擦リング１０４は、射出成形工程において
、ハウジング２２にシールを作製するのと同一の工程において射出成形される熱可塑性エ
ラストマ材（ＴＰＥ）により形成されている。また、この場合、摩擦回転止めは、図４に
示したようにハウジング２２に形成された伸縮バネ５６により支持されているが、図５に
示したように駆動軸６６が挿入されたとき、巻取りスプール１６はバネの付勢力に抗して
持ち上げられるために、摩擦連結が解除される。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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